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記述式記述式記述式記述式解答の機械認識による解答の機械認識による解答の機械認識による解答の機械認識による採点支援採点支援採点支援採点支援と自動採点と自動採点と自動採点と自動採点 
 

中川正樹†1 

 

概要概要概要概要：本稿では，学習者・受験者の考える力を問うためには記述式問題が不可欠であるとの認識に立ち，筆記答案

採点の信頼性を高め，労力と時間を軽減できる採点支援，採点の正しさを保障あるいは確認できる採点確認機能を前

提とした自動採点を提案する．採点支援・自動採点は，学習者・受験者には記憶の新しいうちに採点を返して復習効

果を高められる．また，学習者の自学自習にも有効である．  
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Computer-assisted and automated marking of descriptive answers by  

machine recognition 
 

MASAKI NAKAGAWA†1 

 

Abstract: Assuming questions requiring descriptive answers rather than selecting answers are indispensable to test “ability to 

think” by learners or examinees, we propose to develop computer-assisted marking of handwritten answers to make the marking 

reliable and decrease the marking burden and time as well as automatic marking combined with function to confirm correct 

marking. Computer-assisted and automated marking will also enable learners or examinees to receive marked answers immediately 

after exams and review their answers when their memories are fresh. They will be also useful for self-learning.  

 

Keywords: Descriptive questions, Computer-assisted marking, Computer-automated marking, Handwriting recognition 

 

1. はじめにはじめにはじめにはじめに 

 新学習指導要領では「考える力」が重視され，それを問

うために，記述式問題の必要性への認識が高まっている．

そして，大学入学希望者学力評価テスト（仮称．以下，大

学新入試）で記述式問題が導入される．大学新入試での記

述式問題の採用は初等中等教育に大きな波及効果を生む．

しかし，記述式解答の採点には多大な労力と時間を要する．

そして，人による採点にもミスがある．また，別の課題と

して，受験者の進路が決まっただいぶ後になって，入試の

採点ミスが判明する不祥事が後を絶たない． 

大学入試改革に関する中央教育審議会答申(中教審第 177

号)」が示されて以後，「新大学入試コンピュータ画面で」

読売新聞(H27.7/14)，「大学新入試 24年度から長文記述採点

にコンピュータも」朝日新聞(H27.6/14)など，情報技術の導

入が期待されているのは課題認識の表れでもある．文部科

学省も，情報技術の利用可能性に言及している[1]. 

本稿では，本研究会での石岡の招待講演とそれをもとに

した解説[2]を踏まえ，中川ら[3]にそって講演する．まず，

学習者の学習成果や能力を測る観測系として学力試験を捉

え，記述式試験の必要性と重要性を確認する．次に，記述

式試験の採点支援や自動採点によって得られる利点とそれ

に至る課題を整理する．そして，これらの課題を克服する

ための戦略を提案する． 
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3. おわりにおわりにおわりにおわりに 

本講演は，記述式問題の採点支援や自動採点の可能性を

論じた．記述式解答の試験的な採集，自動認識・自動採点

コンテスト，実際の入試での解答パターン・技術・ノウハ

ウの蓄積などを進められれば，10年後には効果が見えてこ

よう．試験とその採点の質，そして，効率の向上に向けて，

真の情報化が進展することを願って止まない． 
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